
      まち●話題のT O P I C S

　
３
月
６
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で「
30

歳
の
つ
ど
い
」
を
行
い
、
市
在
住
、
市
出

身
の
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
30
歳
の
人
を
対
象
に
、

成
人
式
か
ら
10
年
目
の
節
目
に
同
級
生
が

集
ま
り
、
交
流
を
深
め
た
り
市
の
未
来
を

考
え
た
り
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は

市
の
魅
力
を
集
落
支
援
員
が
紹
介
し
た
り

子
育
て
や
出
会
い
の
相
談
会
が
開
設
さ
れ

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ

の
元
気
玉
ド
ッ
グ
や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
な
ど

の
会
食
も
あ
り
、
参
加
者
は
旧
友
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
伊
自
良
湖
が
１
月
に「
恋
人
の
聖
地
」に

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
設
置

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
イ
ベ
ン
ト

を
、
3
月
21
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
恋
人
の
聖
地
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

観
光
地
な
ど
を
認
定
す
る
事
業
で
、
除
幕

式
で
は
、
市
長
が「
楠
正
成
夫
人
と
縁
が

あ
り
弁
財
天
の
見
守
る
伊
自
良
湖
に
、
多

く
の
若
者
が
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
が
行
わ

れ
、
ハ
ー
ト
を
バ
ッ
ク
に
、
恋
人
同
士
の

肩
が
寄
り
添
う
よ
う
に
座
れ
る
ベ
ン
チ
が

お
目
見
え
し
、
伊
自
良
湖
の
新
た
な
み
ど

こ
ろ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

30
歳
の
節
目
に

市
の
未
来
を
考
え
る

伊
自
良
湖
で
恋
を
育
ん
で

被災家屋の応急処置で
2次被害防止を

高富小が健康づくりの
推進で全国優秀賞

　

岐
阜
県
瓦
葺
組
合
岐
阜
支
部
と
の
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
式

を
、
３
月
23
日
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
災
害

時
に
家
屋
の
瓦
屋
根
に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
同

組
合
が
市
の
要
請
を
受
け
て
応
急
処
置
を
行
い
２

次
被
害
な
ど
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

　
市
長
は「
市
内
に
は
瓦
葺
き
の
住
宅
が
多
く
、
迅

速
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
２
次
被
害
防

止
の
点
で
大
変
心
強
い
」と
話
し
、
防
災
力
の
強
化

に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
、
全
国
健
康
づ
く
り
推
進
学
校
表
彰

で
優
秀
賞
と
な
っ
た
高
富
小
学
校
の
早
川
剛
校
長

や
関
係
者
が
、
受
賞
報
告
の
た
め
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
学
校
保
健

会
が
学
校
と
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
を
図
っ
て

健
康
、
安
全
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
学
校
を
選

ぶ
も
の
で
、
同
小
は
危
険
箇
所
の
点
検
な
ど
の
情

報
を
地
区
の
懇
談
会
で
共
有
し
た
り
、
学
校
と
家

庭
が
連
携
し
て
歯
磨
き
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
の
小
中
学
校
で
優
秀
賞
以
上
の
受
賞
は
7
年

ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
や
発
表
会

な
ど
、
シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
エ
リ
ア
内
の
身
近
な
話
題

を
、
毎
日
更
新
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
山
県
市
の
話
題
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN

山 県 市 広 報 番 組  
毎日１回15分間放送

毎週月曜日　19:00～19:15
毎週火曜日　18:15～18:30
毎週水曜日　12:00～12:15
毎週木曜日　20:30～20:45
毎週金曜日　12:30～12:45
毎週土曜日　11:15～11:30
毎週日曜日　  9:45～10:00

毎日1回15分間放送
8:30～8:45

地上デジタル放送
12chの

チャンネルCCN

地上デジタル放送
11chの

チャンネルCCN

今月の放送内容はこちら。
●「子育て支援サイトげんき」を紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、
	「みやま保育園」を紹介します。

リポーターの
伊藤由美子です。

なお、上記スケジュールは予告なく
変更される場合があります。

わが家の防火・防災対策

日頃から家族で話し合いましょう！
　火災の恐ろしさは炎だけではありません。一番怖いのは煙です。
　建物火災で発生する煙には有害成分が含まれており、この有毒ガスを吸い込むと身体に影響を及
ぼします。そのため、一酸化炭素中毒で亡くなる人が多いのです。

■一酸化炭素中毒の症状には
　①軽症の場合：初期症状が風邪に似ている（頭痛・耳鳴・めまい・吐き気）
　②重症の場合：自覚症状を覚えることなく急速に昏睡に陥る、やがて呼吸や心肺機能が抑制さ
　　　　　　　　れ死に至る。
　③後　遺　症：知能低下、記憶障害、感覚異常、行動異常
　このような症状が起きる可能性があります。

■煙から逃げる方法
　煙は高いところに上昇し、天井などにたまり、そこから徐々に下方に
　降りてきますので姿勢を低くしてハンカチや衣服などで口と鼻をおさ
　えて逃げます。

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119
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